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議
長
に
連
合
千
葉
の
「
辻
」
氏
を
選
出

し
、
冒
頭
、
黒
河
会
長
か
ら
「
昨
年
の
総

会
で
、
千
葉
県
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

閉
館
と
解
体
を
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

そ
し
て
、
労
福
協
運
動
は
決
し
て
な
く
な

る
こ
と
は
な
く
閉
館
を
節
目
に
新
た
な
一

歩
と
し
て
い
き
た
い
と
申
し
上
げ
た
。
１

年
が
経
過
し
た
が
、
会
館
の
解
体
工
事
は

着
手
し
て
お
り
近
隣
の
皆
様
に
十
分
配
慮

し
な
が
ら
安
全
に
終
了
さ
せ
る
。
ま
た
、

今
後
の
労
福
協
運
動
に
つ
い
て
も
さ
ら
に

議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
。
大
事
な
こ
と

は
、
決
め
た
こ
と
を

ぶ
れ
る
こ
と
な
く
き

ち
ん
と
実
施
し
て
い

く
こ
と
だ
と
認
識
し

て
い
る
の
で
、
引
き

続
き
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。」
と

の
代
表
挨
拶
を
行
い
、

ご
来
賓
の
、
連
合
千

葉
：
鈴
木
事
務
局
長
、

千
葉
県
商
工
労
働
部

雇
用
労
働
課
：
篠
崎

課
長
か
ら
ご
挨
拶
を

受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
１

年
間
の
事
業
報
告
と

社団法人  千葉県労働者福祉協議会

2013年度通常総会開催

黒河会長代表あいさつ

新役員紹介

本
年
度
は
改
選
期
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、

前
田
役
員
推
薦
委
員
会
委
員
長
か
ら
の
推

薦
経
過
報
告
の
後
、
丸
山
副
会
長
か
ら
新

役
員
の
提
案
が
さ
れ
全
員
の
挙
手
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
総
会
で
、
石
田
理
事
（
労
福

協
）、
鶴
岡
理
事
（
連
合
千
葉
・
千
教
組
）

が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
尽

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
５
月
24
日
（
金
）
13
時
30
分
か
ら
、
千
葉
県
労
働
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
が
解
体
工
事
に
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
２
０
１
３

年
度
通
常
総
会
」
を
全
労
済
千
葉
県
本
部
で
開
催
し
ま
し
た
。

予
算
執
行
状
況
に
つ
い
て
小
栁
常
務
理
事

か
ら
、
監
査
報
告
を
富
田
監
事
か
ら
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
続
け
て
、
２
０
１
３
年
度

の
事
業
計
画
、
会
館
解
体
工
事
費
用
支
出

に
伴
う
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
た

収
支
予
算
、
一
般
社
団
移
行
へ
の
定
款
や

こ
れ
ま
で
の
会
員
の
取
り
扱
い
と
今
後
に

つ
い
て
、
小
栁
常
務
理
事
か
ら
提
案
さ
れ
、

全
て
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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〈
２
０
１
３
年
度
通
常
総
会
議
案
〉

第
１
号
議
案　

２
０
１
２
年
度
事
業
報
告

第
２
号
議
案　

２
０
１
２
年
度
収
支
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告

第
３
号
議
案　

２
０
１
３
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

２
０
１
３
年
度
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

一
般
社
団
移
行
に
伴
う
定
款
（
案
）
に
つ
い
て

第
６
号
議
案　

会
員
の
取
り
扱
い
（
案
）
に
つ
い
て

第
７
号
議
案　

２
０
１
３
年
度
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

役　　名 氏　　　名 出身・所属団体
会　　 長 黒 河 　 　 悟 連合千葉
副 会 長 小泉　津都武 中央労金千葉県本部
副 会 長 細 根 　 　 洋 全労済千葉県本部
副 会 長 丸 山 　 芳 高 千葉県生協連
常務理事 小 栁 　 光 廣 千葉県労福協
理　　 事 牧 野 　 昌 子 NPO法人地域創造ネットワークちば
理　　 事 日 高 　 英 彦 野田地区労福協
理　　 事 椎 名 　 　 衛 連合千葉・自治労千葉県本部
理　　 事 保 田 　 武 利 連合千葉・ＵＡゼンセン千葉県支部
理　　 事 三 上 　 光 明 連合千葉・基幹労連
理　　 事 小 川 　 　 悟 連合千葉・県私鉄
理　　 事 榎澤　淳一郎 中央労金千葉県本部
理　　 事 椎 名 　 寛 幸 全労済千葉県本部
監　　 事 森 　 　 康 浩 連合千葉・電機連合
監　　 事 川 野 　 佳 道 中央労金千葉県本部
監　　 事 富 田 　 信 夫 全労済千葉県本部

顧　　 問 栗 田 　 忠 宏 初代会長
顧　　 問 岡 田 　 　  勝 ２代目会長

来賓
雇用労働課篠崎課長

来賓
連合千葉鈴木事務局長

富田監事

議長に選出された
連合千葉辻副事務局長

細根副会長の開会あいさつ

前田役員推薦委員長丸山副会長から役員改選提案提案する小栁常務理事

退任される鶴岡理事小泉副会長閉会あいさつ

＜千葉県労福協　2013年度　役員体制について＞

退任される石田理事
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去
る
、４
月
27
日
（
土
）
千
葉
ポ
ー
ト
パ
ー

ク
円
形
広
場
に
お
い
て
、
組
合
員
と
そ
の
家

族
、
一
般
県
民
約
８
，
０
０
０
人
の
参
加
の

も
と
、
第
84
回
千
葉
県
中
央
メ
ー
デ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

基
本
的
考
え
方
を
①
労
働
組
合
や
Ｎ
Ｇ

Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体
が
メ
ー
デ
ー
へ
の

参
加
を
通
じ
て
、
つ
な
が
り
、
共
感
し
合
え

る
機
会
と
す
る
。
②
メ
ー
デ
ー
の
開
催
場

所
に
お
い
て
は
、「
働
く
仲
間
が
一
体
と
な

る
」
よ
う
企
画
す
る
。
③
式
典
で
は
、
非
正

規
を
含
め
す
べ
て
の
働
く
仲
間
が
結
集
し
、

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
訴
え
る
。
ま

た
、
メ
ー
デ
ー
会
場
は
、
組
合
員
の
家
族
を

含
め
た
参
加
型
と
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

も
連
携
し
て
、
一
体
感
の
あ
る
取
り
組
み
と

す
る
。
こ
れ
の
３
点
を
参
加
者
で
確
認
し
合

う
メ
ー
デ
ー
と
し
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
千
葉
県
代
表
者
を
は
じ
め
と

し
、
熊
谷
千
葉
市
長
、
次
期
参
議
院
議
員
選

 

第
84
回
千
葉
県
中
央
メ
ー
デ
ー

７
月
の
参
議
院
選
挙
に
勝
利
し
、

雇
用
・
労
働
分
野
の
規
制
緩
和
を

阻
止
し
よ
う
！黒河会長挨拶

メーデーは働く人たちが 主役。
声をひとつに仲間を集めて、安心 して暮らせる未来をみんなでつくろう！

メーデー宣言
（女性委員会髙岡委員長）
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挙
千
葉
選
挙
区
立
候
補
予
定
者
の
長
浜
博
行

参
議
院
議
員
、
行
政
関
係
、
友
好
政
党
、
連

合
千
葉
議
員
団
、
福
祉
団
体
等
、
多
く
の
ご

来
賓
に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

今
回
の
メ
ー
デ
ー
は
千
葉
県
内
の
被
災
地

復
興
支
援
と
し
て
、
福
祉
団
体
の
協
力
は
も

と
よ
り
、「
香
取
市
職
員
労
働
組
合
」
に
も

協
力
を
頂
き
、
特
別
ブ
ー
ス
を
設
け
、
風
評

被
害
等
の
あ
っ
た
観
光
Ｐ
Ｒ
や
各
模
擬
店
で

の
被
災
地
復
興
・
再
生
支
援
の
た
め
の
物
資

販
売
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

祭
典
で
は
、
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ダ
ン
ス
＆
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
、
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
に
続
き
、
恒
例

の
大
抽
選
会
。
ま
た
、
広
場
で
は
昨
年
に
引

き
続
き
、
ふ
ぁ
ー
ふ
ぁ
遊
園
地
、
新
型
ミ
ニ

ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
の
乗
車
体
験
、
乗
馬
体
験

等
、
大
盛
況
と
な
り
笑
い
と
歓
声
で
盛
り
上

が
る
と
と
も
に
全
て
の
働
く
者
の
連
帯
を
確

認
し
あ
う
大
変
有
意
義
な
メ
ー
デ
ー
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
前
日
に
は
Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
頭
で
連
合

千
葉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
協
力
の
も
と
、
な
ん

で
も
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
市
民
の
方

の
相
談
を
受
け
、
夕
方
に
は
デ
モ
行
進
に

代
わ
る
行
動
と
し
て
、
組
合
員
、
福
祉
団

体
、
連
合
千
葉
推
薦
議
員
団
等
合
わ
せ
て
約

１
０
０
名
に
よ
る
メ
ー
デ
ー
ア
ピ
ー
ル
行
動

を
開
催
し
ま
し
た
。

メーデーは働く人たちが 主役。
声をひとつに仲間を集めて、安心 して暮らせる未来をみんなでつくろう！

前日行動 千葉ロッテマリーンズ  キャラクターショー

新型ミニスカイライナー

ふぁーふぁー遊園地

模擬店

大声コンテスト
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過
半
数
の
代
議
員
と
６
地
区
労
福
協
の

出
席
者
の
中
、
鈴
木
副
会
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
に
始
ま
り
、
帷
子
議
長
の
ス
ム
ー
ズ

な
運
営
の
も
と
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業

を
千
葉
県
労
福
協
に
継
承
す
る
と
い
う
重

要
な
議
案
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
が
全

6
議
案
が
無
事
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

6
月
12
日
（
水
）
中
央
労
働
金
庫
千
葉
県
本
部
3
階
会
議
室
に
お
い
て

「
ち
ば
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
第
6
回
総
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

川嶋会長鈴木副会長

第
６
回
総
会
開
催
！

相
談
対
応
の
み
な
ら
ず
、
寄
添
い
型
支
援

や
緊
急
支
援
等
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
の
ち
ば
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
、
任
意
団
体
と
し
て
千
葉
県
労

福
協
と
は
別
組
織
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

２
０
１
３
年
10
月
か
ら
は
労
福
協
本
体
の

事
業
と
し
て
継
承
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

為
２
０
１
３
年
９
月
末
を
も
っ
て
解
散
し

ま
す
が
、
相
談
体
制
に
つ
い
て
は
そ
の
ま

ま
継
承
し
て
い
き
、
各
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団

体
と
も
協
力
し
な
が
ら
相
談
者
の
視
点
に

立
ち
、
寄
り
添
っ
て
解
決
す
る
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
は
、

２
０
０
８
年
に
千

葉
県
労
福
協
が
責

任
団
体
と
な
り
設

立
し
、
２
０
１
１

年
に
は
専
門
相
談

員
を
配
置
し
た
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で

の
相
談
体
制
に
切

替
え
て
き
ま
し
た
。

電
話
相
談
に
切
替

え
た
以
降
、
相
談

件
数
も
増
加
し
、

ち
ば
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
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相談・支援内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

ち
ば
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

相談件数 16 20 51 58 57 31 33 33 28 36 22 29
労働問題 2 1 1 3 2 3 6 3 3 4 0 3
法律相談 5 0 16 12 3 8 9 9 8 11 5 7
多重債務 1 0 0 3 3 1 1 1 0 2 1 1
生活保護 1 1 4 1 3 3 0 2 1 2 4 0
生活困窮 0 0 2 2 0 2 0 0 1 1 3 0
年金相談 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
ひきこもり 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0
生活設計 0 0 0 1 2 0 0 0 2 0 0 1
住宅相談 0 3 2 2 1 3 1 4 1 0 4 1
離婚相談 0 0 1 5 1 0 1 2 0 2 1 1
融資・生活資金 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0
福祉･介護 0 0 4 0 0 1 1 1 1 0 0 2
税金相談 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
人間関係 0 0 1 1 1 0 1 2 0 1 0 0
メンタルヘルス 1 3 5 7 15 3 3 4 3 2 1 6
生きがい 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0
就職関係 1 3 2 1 5 1 2 0 0 1 0 1
家庭問題 0 2 1 6 2 2 2 0 0 1 0 2
相続問題 3 1 3 3 2 0 0 0 2 1 0 1
医療・保険 0 0 3 1 5 0 4 4 0 2 2 1
その他 0 4 4 8 7 2 2 1 6 4 1 2
面談実施件数（内数） 8 1 16 12 12 9 7 9 6 8 5 8

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ 

ハ
ミ
ン
グ
ち
ば

支援件数 29 28 49 49 18 28 26 40 30 26 35 24
施 設（ 保 育 所・塾 等 ）送・迎 8 7 24 22 11 14 11 12 11 9 16 9
施設等迎え･食事支援･預り 18 11 15 18 2 7 9 17 14 13 11 14
食事支援・預かり・送り 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
預り 0 5 6 5 2 3 1 7 1 3 4 0
食事支援（学校長期休暇中） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
保護者等の病気による支援 3 5 4 4 3 4 5 4 4 1 4 1
検診、病気等による付添 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

連
合
千
葉･

労
働
相
談

相談件数 49 42 72 56 40 40 43 36 30 27 55 54
労働組合関係 1 4 2 1 0 2 2 0 3 0 2 1
労働契約関係 14 3 7 10 7 9 11 4 6 3 11 9
賃金関係 6 7 14 18 9 4 6 10 5 9 7 11
労働時間関係 3 9 7 3 2 3 7 4 1 2 6 1
雇用関係 5 9 14 8 8 11 8 4 7 10 10 14
退職関係 7 3 8 4 9 1 1 2 1 1 8 7
保険･税関係 4 1 1 1 1 0 4 0 0 0 2 2
安全衛生関係 4 2 2 3 0 2 0 4 1 0 2 1
差別等 1 1 9 5 2 2 3 5 5 1 3 7
その他 4 3 8 3 2 6 1 3 1 1 4 1

生
活
再
建
支
援
相
談

（
Ｖ
Ａ
Ｉ
Ｃ
・
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）

相談件数 58 64 58 50 47 59 46 88 37 64 40 53
電
話

新規電話相談 29 28 26 15 20 22 16 40 19 40 29 27
継続電話相談 6 17 12 16 10 12 13 9 11 7 4 9

面
接

法律専門家相談 4 6 2 7 3 6 3 10 0 8 4 6
自力解決 4 2 3 1 2 3 1 7 5 3 0 4
継続面談 15 10 13 11 11 14 12 18 1 5 3 5
制度など申請支援 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
その他 0 1 2 0 1 1 1 4 1 1 0 2

い
の
ち
の
電
話

相談件数 1809 1861 1765 1808 1749 1797 1796 1746 1779 1781 1690 1762
人生 422 387 403 416 365 369 400 398 391 409 330 321
思想・人権 6 9 8 12 6 18 7 6 13 5 11 16
職業 92 88 96 75 89 93 69 75 91 82 81 92
経済 33 29 29 24 21 33 15 26 23 15 26 18
家族 301 266 260 240 210 215 218 204 253 291 261 259
夫婦 100 110 81 98 82 107 80 92 108 79 98 79
教育 13 9 9 15 16 24 12 14 11 14 13 7
対人 182 203 179 214 198 201 194 206 155 159 156 174
男女 73 75 91 84 102 90 101 85 81 69 81 91
身体 61 78 70 57 60 58 72 57 58 51 50 72
精神 236 297 282 275 285 281 284 270 247 317 259 288
情報 16 27 15 20 13 17 16 16 15 18 17 17
その他 274 283 242 278 302 291 328 297 333 272 307 328

相談活動ネットワーク団体サポート件数総合報告2012年度

第
37
期
定
期
総
会
を
平
成
25
年
５
月
21

日
（
火
）
に
開
催
し
ま
し
た
。
労
働
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
が
閉
館
と
な
っ
た
た
め
会
場

が
例
年
と
異
な
り
、
少
々
違
っ
た
雰
囲
気

の
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
第
37
期

の
活
動
と
し
て
は
、
予
算
が
大
変
厳
し
い

中
な
が
ら
も
地
区
労
福
協
と
し
て
の
目
的

を
果
た
し
て
い
け
る
よ
う
、
よ
り
効
果
的

な
活
動
を
行
う
方
針
も
示
さ
れ
、
引
き
続

き
加
盟
団
体
・
会
員
と
の
「
横
の
繋
が
り
」

や
「
労
働
者
福
祉
に
資
す
る
活
動
」
を
目

指
し
、
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
の
幹
事
会
等
で
具
体
化
し
、

加
盟
団
体
へ
積
極
的
に
参
加
を
働
き
か
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

定期総会を開催
千葉市地区労福協

第37期

帷子議長

小栁事務局長

　※団体により集計日が異なるため報告月がずれることがあります。
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し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
こ

と
、
当
初
か
ら
の
テ
ー
マ
と
し
て
団
塊

世
代
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
支
援
、
近
年
は

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
業
」
の
推
進
に
取

り
組
み
、
今
後
も
地
道
に
活
動
を
し
て

発
展
し
て
い
こ
う
と
話
し
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
団
体
の
活
動
情
報
を
広
く
発

信
し
、
会
員
の
拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。

ま
た
、
当
法
人
が
事
務
局
を
担
当
す

る
「
第
3
回
ち
ば
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
業

フ
ェ
ス
タ
」
は
、
10
月
26
日
（
土
）
四

街
道
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。
県
内
の
福
祉
施
設
、
事
業

者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
農
業
者
が
出
展
し
、
農

産
物
・
加
工
品
の
販
売
、
模
擬
店
、
多

彩
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
お
楽
し
み
企

画
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

５
月
26
日
（
土
）、千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
５
階
「
講
習
室
３
」
に

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

「
ハ
ミ
ン
グ
ち
ば
」
の
第
12
回
定
期
総
会

を
会
員
15
名
（
委
任
状
14
名
）
が
集
ま
り

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

総
会
冒
頭
ハ
ミ
ン
グ
ち
ば
野
中
理
事
長

よ
り
「
ハ
ミ
ン
グ
ち
ば
の
活
動
は
、
支
援

第
12
回
定
期
総
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ　

ハ
ミ
ン
グ
ち
ば

さ
れ
て
い
る

黒
河
会
長
よ

り
、
激
励
と

お
祝
い
の
ご

挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

２
０
１
２

年
度
の
事
業

報
告
・
収
支
決
算
報
告
な
ら
び
に
監
査
報

告
が
承
認
さ
れ
、
引
き
続
き
２
０
１
３
年

度
の
事
業
計
画
、
収
支
予
算
、
役
員
お
よ

び
報
酬
に
関
す
る
件
が
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
総
会
を
一
時
中
断
、
再
開
後
、

第
１
回
理
事
会
で
野
中
理
事
長
、
小
栁
副

理
事
長
、
福
原
事
務
局
長
が
選
任
さ
れ
た

旨
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

件
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
重
点
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
エ
リ
ア
の
拡

大
も
美
浜
地
区
以
外
定
着
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
一
方
、
千
葉
市
に
お
け
る
保
育
所
に

入
れ
な
い
待
機
児
童
が
本
年
４
月
１
日
現

在
で
32
名
と
大
幅
に
改
善
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
う
し
た
活
動
の
現
状
な
り
子
育
て

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
等
を
考
慮
し
、

あ
ら
た
め
て
「
ハ
ミ
ン
グ
ち
ば
」
と
し
て

の
今
後
の
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
、
必
要
な
見
直
し
を
し
て
い
こ
う
と
い

う
ス
タ
ン
ス
に
た
っ
て
新
し
い
事
業
計
画

を
提
案
し
て
お
り
ま
す
」
と
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
千
葉
県
労
働
者

福
祉
協
議
会
と
連
合
千
葉
の
会
長
を
兼
務

5
月
28
日
、「
京
あ
か
り
」

に
て
出
席
者
16
名
、
委
任
状

6
で
開
催
さ
れ
、
議
案
に
つ

い
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
岡

田
勝
理
事
長
は
、
こ
の
7
年

間
県
内
の
地
域
状
況
に
対
応

11
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
安
心
し
て

ハ
ミ
ン
グ
で
支
援
活
動
を
し
て
来
ら
れ
た

の
も
個
人
・
団
体
賛
助
会
員
皆
様
の
応
援

の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
し
あ
わ
せ
の
紙
面
を
お
借
り

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
こ
れ

か
ら
も
ハ
ミ
ン
グ
の
仲
間
と
し
て
、
と
も

に
歩
ん
で
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

ＮＰＯ法人  地域創造ネットワークちば
第７回総会を開催
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生活協同組合パルシステム千葉は、野田市との協働事業で

運行する、移動販売車「まごころ便」を1月28日にスタート

しました。雪のちらつく当日の朝、根本野田市長にも参加を

いただいて出発式を開催しました。

日々のお買い物に不便を感じている高齢者世帯などを支援

することが目的で、野田市内を縦断する国道16号の東側を中

心に、個人商店への影響に配慮した3つのコースを週に2日ず

つ巡回し、合計37のステーションで生鮮食料品や惣菜などを

２ｔ車両にて販売します。

生活協同組合コープみらいは、4月から、袖ケ浦市のミニ

コープ蔵波店を拠点に、買い物が困難な地域の高齢者に向け

た移動販売「コープの移動店舗　ふれあい便」をスタートさ

せました。4月4日には、出口袖ケ浦市長はじめ行政、社会福

祉協議会や近隣の方々が参加してお披露目式がありました。

２ｔ車両に食料品、雑貨など最大700品目を揃えて当面4ヶ

所を巡回、重いものや積んでいない商品は次回の巡回時に届

けるサービスも行います。袖ケ浦・木更津・君津・市原から

開始し、対象地域の拡大を順次検討していきます。

生活クラブ生活協同組合も稲毛地区で移動販売を実施して

います。こうした移動販売は買い物に不便な多くの地域から

強い要望が寄せられており、また、商品の提供だけでなく地

～買い物に不便な地域の要望に応える～

生協の移動販売の取り組みについて

パルシステム千葉「まごころ便」の出発式

野田市内の「まごころ便」ステーション

コープみらい「ふれあい便」お披露目式

生協連

「ふれあい便」内部の様子

域の新たなふれあいの場としても期待されていま

す。現在はモデル的な実施の段階で課題も多くあ

りますが、生協では研究と改善を重ねてこうした

要望に応えていきたいと考えています。

9



全労済からのお知らせ

生活保障プランナー講座のご案内
　全労済千葉県本部では職場内の組合員から、幅広い相談業務を受けている労働組合役員、書記の皆さ
まへの支援として、「生活保障プランナー講座」を開講しております。
　この講座は組合員の日頃の生活に深く関連する、保障設計運動とライフプラン、社会保障制度から税
金、保障商品、金融商品の基礎知識取得にむけた内容となっています。入門講座および５単元（前期・
後期）を受講いただきますと「生活保障プランナー講座」修了となります。

●開催場所　全労済千葉県本部６階会議室（千葉市中央区弁天１－17－１）
●日　　程　いずれの日も13:00開講です。（受付開始は12:30）

生活保障プランナーの方は、希望する単元のみ受講することもできます。
●受講費用　無料　会場までの交通費は各自ご負担ください。
●カリキュラム…入門講座＋５単元
●対 象 者　労働組合役員ならびに書記の方を対象とします。
　
　この件に関するお申し込み、お問い合わせは、

全労済千葉県本部　推進企画課（電話043-287-8142）までお願いいたします。

　2013年2月15日に全労済千葉県本部は創立55周年を
むかえました。これを機会に2013年６月から８月を

『55周年労済運動強化期間』と位置づけ、『労働組合と全労済

全労済千葉県本部創立55周年

労済運動強化期間！

～なぜ全労済が創立されたのか～』をテーマに全労済の歴史と組織紹介をおこなっていきます。
　また、労働組合の福祉制度の充実にむけてお役に立てるよう、多くのメリットがある団体制度
を推進してまいります。
　例えば、団体生命共済は、組合員が全員加入することにより健康状態に関わらず加入ができ、
かつ、年齢・性別・健康状態に関わらず同一の掛金となります。また、団体でまとまって加入す
ることにより、掛金負担を軽減することにもつながります。この様に、相互に助け合い、病気や
けがによる万一の際の経済負担を組合員同士で保障しあう、労働組合にふさわしい生命共済制度
となっています。あわせて、団体年金共済を活用すれば退職後の生活費の一助となります。ぜひ、
ご検討ください。

　詳しくは全労済各地区担当までお尋ねください。

前期：2013年7月5日（金）・2013年11月9日（土）
 入　門　保障設計運動とライフプラン 060分
 単元１　社会保障の基礎知識 120分
 単元２　生命保障の基礎知識 060分
後期：2013年7月19日（金）・2013年11月16日（土）
 単元３　損害保障の基礎知識 060分
 単元４　税金の基礎知識 120分
 単元５　金融商品の基礎知識 060分
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※実際のご融資金利は、お申込み時点ではなく、お借入れ時点の金利が適用となります。※新規適用金利は毎月見直しを行いますが、金利情
勢により月中に変更となる場合がございます。※別途、保証料が必要となります。保証料は①『一括前払い方式』（例えば、20年1,000万円
のお借入れの場合、90,310円～252,850円）と、②『月次後払い方式』（年0.14％～0.36％をご融資金利に上乗せ）がございます。※上記
商品は、他の金利タイプもございます。※金利引下げの適用には、給与振込等3項目以上の条件や会員資格等の条件がございます。詳しくは、
店頭のチラシ等でご確認ください。※当金庫の住宅ローン（借換・買替ローン含む）のお借換えには、ご利用いただけません。※別途、不動
産担保取扱手数料として10,500円または31,500円（ともに消費税込み）がかかります。※返済条件の変更等に際して、別途手数料が必要と
なる場合がございます。※団体会員の構成員以外の方は、ご利用にあたって中央ろうきん友の会に入会すること、または当金庫の個人会員（最
低出資金1,000円が必要）となることが必要です。※ご返済が滞った場合は、金利引下げが受けられない場合がございます。※店頭やホームペー
ジで、ご返済額の試算ができます。※審査の結果、ローン利用のご希望にそえない場合がございます。※店頭に説明書をご用意しております。

中央労働金庫に出資いただいている次の団体をいいま
す。①労働組合　②国家公務員・地方公務員等の団体　
③勤労者のための福利共済活動を目的とする団体で事
業年数が３年以上経過しているなど、一定の条件を満
たすもの。※なお、対象とならない場合もございます。

団体会員
とは…

＜中央ろうきん＞ 千葉県本部

TEL. 043-251-5162
FAX. 043-256-1280

標準金利

最大引下げ後
金利

年 ％

年 ％
●最高１億円　●最長35年　●不動産担保
●団体信用生命保険付（最高１億円 ※融資額の範囲内となります。）　2013年６月１日現在ろうきんイメージモデル  高垣麗子
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